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国際ロータリー第2730地区

ガバナー　　大迫三郎

ロータリー財団委員会

委員長　赤塚晴彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学友･奨学金･平和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フェローシップ小委員会

委員長　江島　寛

　2013-2014年度　

グローバル補助金奨学生　募集要項

国際ロータリー第2730地区（鹿児島県・宮崎県）は、ロータリー財団「未来の夢計画　Future　Vision　Plan―FVP」として、2013-2014年度ロータリー財団グローバル補助金奨学生を次の要領に従って募集いたします。熟読の上、有資格者は奮って応募して下さい。

目　的

国際ロータリーのロータリー財団グローバル補助金奨学生の主な目的は、ロータリー財団「未来の夢計画」の目的である、ロータリアンにより特定された世界の優先的な

ニーズである6つの重点分野、即ち、

1.平和と紛争予防・紛争解決　

2.疾病予防と治療　　　　　　

3.水と衛生　　　　　　　　　

4.母子の健康　　　　　　　　

5.基本的教育と識字率向上　　

6.経済と地域社会の発展　　　

と取り組み、持続的かつ測定可能な成果を生むことです。

奨学金の種類

グローバル補助金奨学金：

海外地区内の大学院レベル教育機関で1年～最長4年の修学に、米貨30,000＄以上の奨学金を支給する（渡航費用・旅費を含む）。専攻課程は上記６つの重点分野に限ります。

応募条件

	教育程度
	大学卒業以上

	職　歴
	絶対条件ではありませんが申請する重点分野に関する職歴を有することが望ましい

	留学先の条件
	海外地区内の大学院レベル教育機関で、６つの重点分野のいずれか1つ以上に該当する専攻課程に既に合格していること。研修生でも可

	募集人数
	2名

	留学開始
	2013年7月1日～2014年6月30日までの新学期から開始できる者


応募資格

1.上記応募条件を満たしていること

2.優秀な学業成績を持つと共に、ロータリーの親善使節としての素質を持っていること

3.指導力、独創力に冨み、順応性、思慮分別を持ち、目的に対して誠実であること

4.留学国の言語に習熟し、講義を理解し、講演し、報告書を作成することができること

5.留学国の国情、国民性に関心と理解を持ち、日本の歴史、地理、文化、時事問題に通暁していること

6.1年～最長4年間の海外留学に心身共に耐え得ること

7.日本国籍あるいは永住権を有すること

8.次のいずれかに該当すること

　　①申請時に国際ロータリー第2730地区内に居住、または本籍を有すること

　　②申請時に国際ロータリー第2730地区内に所在する大学、大学院に在学するか、職場に勤務していること

9.国際ロータリー第2730地区ロータリークラブのスポンサーがあること

（2730地区ロータリー財団委員会がスポンサークラブを紹介・斡旋してもよい）

10.海外留学先にスポンサーロータリークラブがあること

（2730地区スポンサークラブが紹介・斡旋してもよい）

応募資格のない方

次に該当する方は奨学金の申請はできません。

1.ロータリークラブ会員並びにロータリー職員、またはその実子、継子、孫、兄弟姉妹、配偶者およびその他扶養者

2.海外留学先が、2730地区ロータリー財団委員会から財団本部へのオンライン提案時に決定していない人

3.他地区のロータリー財団グローバル補助金等を申請している人

4.当人または前項1.　に該当する者に受験資格を与える目的のためにロータリークラブを退会した人がある場合は、そのことによって資格は生じない

グローバル補助金奨学金の条件

1.留学期間中は勉学に励むことは勿論のこと、ロータリーの親善使節の役目を自覚し、海外地区内ロータリークラブ、家庭、事業所などを訪問して、留学国の諸事情の理解に努める

2.奨学期間終了後速やかに必ず帰国し、2730地区内ロータリークラブに留学成果を報告する

3.留学中は所定の報告を定時に提出すること

4.学業不振、不良行為、報告の不提出、ロータリー財団の承諾を得ない専攻課程の変更、中途退学、親善使節としての任務不行使、その他奨学金の条件を充たせなくなるような事態が発生した場合には、奨学金は打ち切られる

5.留学終了後は2730地区学友会に加入しなければならない。また、ロータリー主催の諸活動にも積極的に参加することが望まれる

応募方法

国際ロータリー第2730地区所定の応募申込書をダウンロードし、漏れなく記入し、3か月以内の顔写真（パスポートサイズ）を同封し（貼付不可）、他の必要書類を添えて、毎年9月下旬までに国際ロータリー第2730地区ロータリー財団委員会事務局へ郵送下さい。

　国際ロータリー第2730地区ロータリー財団委員会事務局

宮崎県都城市上町8-9（〒885-0072）

メインホテル４Ｆ

Tel：0986-36-5877　Fax：0986-36-5878

E-Mail： miyakonojo@ri2730.org
2730地区HP：http://www.ri2730.org/
試験期日及び方法（予定）

· 一次選考　　　2013年10月―11月　　書類審査と面接試験

◎　最終選考　　　2013年11月―12月　 地区ガバナー、ガバナーエレクト、他

＊選考期日は、応募申込書受理後追って連絡いたします

＊面接試験は日本語で行います

提出書類

提出いただく書類は全てA4サイズとし、成績表、証明書などはオリジナルコピーの他に、A4サイズに縮小又は拡大したものを添付下さい。

１、一次選考

①「国際ロータリー第2730地区2013-2014年度ロータリー財団グローバル補助金奨学金プログラム応募申込書」

②海外留学先大学院レベル教育機関の入学許可を証明するもの。

③語学力テストの結果

＊英語圏：TOEFL、IELTS等の成績表

　　　　　　　Test of English as a Foreign Language

International English Language Testing System

＊英語圏以外：該当する外国語能力評価の標準となっている語学力テストの成績表

　　（注）成績表は取得後1年以内のものであることが望ましい

④小論文（題自由、日本語800字程度、A4サイズで横書き、文字の大きさは10.5）

２、最終選考

①一次選考合格者へ「未来の夢計画―グローバル補助金奨学生の参加申請書」をお渡します。熟読し、漏れなく記入のうえ提出して下さい

②指導教育者、職場の上司等の推薦状

③最終教育機関の成績証明書（日本語及び英語又は海外留学先言語）

④提出書類を基に面接を行います

本申請手続

①最終選考合格者は地区推薦決定者として、グローバル補助金申請者となります

②申請者について、2730地区及び海外地区スポンサークラブの確認又は決定手続きをいたします

③国際ロータリーのロータリー財団本部（Evanston, Illinois, USA）へ、グローバル補助金奨学金の申請手続きを開始します（2730地区ロータリー財団委員会）

④申請者と財団本部との質疑応答や不足資料の提出を行います（申請者及び2730地区ロータリー財団委員会、英文によるWEB申請）

⑤全ての手続き終了次第、2730地区及び海外留学先地区のガバナー他関係役員の承認（WEB承認）

⑥財団本部から最終の申請承認

⑦留学費用の送金

＊本申請から最終承認まで3カ月以上必要と思われますので、早めの手続きが必要です。

その他

一次選考の前に説明会を開催する場合があります。応募者へ別途ご案内いたします。

国際ロータリー第2730地区　　2013-2014年度

　　　ロータリー財団グローバル補助金奨学金プログラム応募申込書
　　私は、下記書類の内容を確認しましたので本奨学金プログラムに応募します。

2013-2014年度（2013年7月―2014年6月入学）国際ロータリー第2730地区

ロータリー財団 グローバル補助金奨学生　募集要項

　＝下記に記入の上、事務局宛、9月下旬までに郵送提出下さい＝
　

・氏名　　：　　　　　　　　　　　　　　　　性別　　　：　　　　　　

・住所　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・本籍　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・電話番号（自宅）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　

・電話番号（携帯）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　

・Eメールアドレス　：　　　　　　　　　　　　　　　　　

・国籍　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・語学能力　：　（言語　　　　　　　　　　　レベル　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　（言語　　　　　　　　　　　レベル　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　（言語　　　　　　　　　　　レベル　　　　　　　　　　　　　）

・学歴（最新のもの2つ）：

○　　

○　　

・現在の専攻課程：

・留学希望校・機関名　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　

・所在地　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　

・教育機関のウェブサイト　：　　　　　　　　　　　　　　　　

・入学開始日（予定）～終了（予定）：　　　　　　　　　　　　　　　　

・専攻希望（６つの重点分野のどれに該当しますか）　：　　（　　　）

①平和と紛争防止・解決　 ②疾病予防と治療　 ③水と衛生設備

④母子の健康　 ⑤基本的教育と識字率向上　 ⑥経済と地域社会の発展

・留学希望校・機関の入学許可証はいつ頃までに発行されますか：

1

